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１．はじめに 
日常生活において「忘れ事/物」に関する問題

は多く発生する．例えば，朝急いでいると，家

電を消し忘れて電気代がかかる，定期券を忘れ

て交通費がかかる，傘を持って行くことを忘れ

る，などの問題がある．これらの問題は，外出

する際に時間に余裕がなく確認することが多い

ために発生すると考えた．従来提案されている

システムでは，持ち物にタグをつける必要があ

り，タグをつけることのできない物は管理する

ことができなかった． 

そこで本稿では，外出前に効果的かつ効率的

に忘れごと/物を確認させる快適生活支援システ

ム「KAI(快)ちゃん」を提案し，作成したプロト

タイプのアンケートによる，提案手法の有効性

の評価を報告する． 

 

２．関連技術 

忘れ物を防ぐ技術として,例えば山本らは,具

体的な忘れ物の名称をユーザーに提示しない代

わりに,どのようなときに必要なものであるかを

システムがユーザーに提示することで,忘れ物を

防止する研究[1]を行っているが,１つ１つチェッ

クしていくと時間がかかるという問題がある.ま

たタグ型の「MAMORIO[2]」という製品は,紛失した

くないものにタグを取り付け,タグが手元から離

れるとスマートフォンのアプリに通知すること

ができるが,タグを取り付けられない物は管理で

きないという問題がある. 

 

３．快適生活支援システム「KAI ちゃん」 

 我々は,音声対話とディスプレイを用いて全て

の忘れごと/物を防ぐ快適生活支援システム

「KAIちゃん」を提案する.Fig.1に提案システム

のイメージ図を示す．ディスプレイにはその日

の忘れてはいけない物を表示し，音声対話も利

用することで，短時間で持ち物をチェックさせ

る．さらに，チェックが全て終わるまで外出が

出来ないようにすることで,確実に忘れ物をさせ 

 

 

 

 

ないようにする． 

 

４．プロトタイプの作製 

提案手法の有効性を評価するために，プロト

タイプを作製し，客観的な評価を得ることにし

た．プロトタイプでは「IFTTT[3]」を活用し，シ

ステム開発をした．IFTTT は異なる Web サービス

同士を連携させるための Cloud上のサービスであ

る．作製したプロトタイプを Fig. 2に示す． 

 今回使用した機器は AI スピーカー(Google 

Home),ディスプレイ(iPad),リモコン信号送信機

(Remo[4]),スマートキー(SESAMI[5])である．これ

らを IFTTTのアプレットにおいて動作の条件と実

行を設定・登録し,連携するようにした．また，

プロトタイプのネットワーク構成図を Fig. 3 に

示す． 
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Fig.2 作成したプロトタイプ 

Fig.1 提案システムのイメージ 
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プロトタイプではユーザーが AI スピーカーに

話しかけると，その日の忘れてはいけない重要

な持ち物だけをディスプレイに表示する．ユー

ザーが忘れ物チェックをせずに外出しないよう

にスマートキーによりドアをロックしておく．

また，家電の消し忘れがあるときにもディスプ

レイに表示し，ユーザーの画面タッチでリモコ

ン信号送信機を経由して遠隔で家電の電源を消

すことができる．このようなユーザーのチェッ

クがすべて終わるまではドアロックを解除しな

いようにすることで,忘れごと/物を確実に防ぐ

ことができる． 
 
５．アンケートによる評価・考察 
神奈川工科大学の学園祭にて来場者に KAIちゃ

んを使用してもらい,「KAI ちゃんは便利だと思

ったか」，「KAI ちゃんは使いやすかったか」，

「設置場所は玄関でいいか」，「ドアロックの

機能は便利だと思ったか」，「KAI ちゃんを使い

たいと思ったか」についてのアンケートを 54 人

(年齢は 20歳未満 11人，20代 19人，30代 4人，

40 代 14 人，50 歳以上 6 人．性別は男性 19 人，

女性 35 人)に行った．「KAI ちゃんは便利だと思

ったか」という質問ではFig.4に示すように 94％

の人が便利だと答えた． 

また「ドアロックの機能は便利だと思ったか」

という質問では,Fig.5で示すように 79%の人が便

利だと答えた. 

 
「KAI ちゃんは使いやすかったか」，「設置場

所は玄関でいいか」，「KAI ちゃんを使いたいと

思ったか」の 3項目についても 8割以上の人から

高評価を得た． 

KAI ちゃんに追加すべき機能・改善点として,

玄関から車のエンジンをかけることができる，

持ち出す医療薬の確認ができる,などの操作や持

ち物などに関する意見を多く得られた．またバ

スの時刻や交通状況を知りたい，愛着の湧くデ

ザインにして欲しい，などユーザーインターフ

ェースに関する意見も多く得られた．これらの

ユーザーインターフェースについては,玄関でか

けられる時間と確認する項目の数を考慮して,音

声も含めた改善を進めていく予定である. 

 

６．まとめと今後の課題 

 我々は日常生活における忘れごと/物という問

題に着目し,身の回りの機器により忘れごと/物

を防止する快適支援システム「KAI ちゃん」を提

案し,アンケートにより提案手法の有効性を確認

した. 

今後は玄関での確認のための許容時間,確認す

べき項目の優先度などを調査し,音声操作や画面

デザインを含めたユーザーインターフェースの

改善を進めていく.さらに家電等の自動制御や,

見守りのための外出・帰宅時のメール送信など

の追加機能の実装を検討する. 
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Fig. 4 KAIちゃんは便利だと思ったか 

Fig.5 ドアロックの機能は便利だと思ったか 

Fig. 3 ネットワーク構成図 
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